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＜連絡事項＞

・３/１９(金)オンコールですが、谷藤SGM→佐藤AOMへ変更となっています。間違えないようにお願いします。

・飯野SGMより、青陽館利用にあたり必要な書式（通所利用説明書・申し込み書類等）がメールで送られてきています。今後、青陽館利用が適当と思われるに利用していただきたいとの事です。書式１について、北病棟ファイルに保存してあります。

・３/１７(水)１８(木)17：30～、メンタルケア病棟３階会議室で『身体拘束』の看護グループ内研修があります。今回の研修は看護グループ全員を対象としていますので、参加してください。

＜患者様連絡事項＞

・吉田　富秋様～青風荘入所について、ご家族来院できる日を青風荘に伝えたところ、3/23（火）10：30で可能との事です。また、デイナイト利用にあたり必要な物について確認したところ、特にないとの事です。必要な書類については、青風荘の入所時に一緒に手続きをしていきます。入所に必要な物品について青風荘に確認中です。お知らせが来たら､準備するもの・必要な物について本人と確認していきましょう。購入が必要な物があれば、ご家族に依頼し、退院当日本人と一緒に購入するようすすめていきましょう。

・小泉　康政様～３/１９(金)の外泊時に、本人日赤病院を受診する事になっています。外泊前に、診療情報提供書を渡して下さい。アマリール20日分残っていますので、どうするのか日赤に確認して頂き、ご家族で処分するか当院で処分するか確認していきましょう。

　　　　　　　　

＜看護度評価・検討＞

・今回、とくに変更する患者様はいないため、このまま経過観察としています。また、看護度評価に入力していないスタッフがいますので、各自確認し、入力をしてください。

＜ＯＴ報告＞

・飯豊　信雄様～現在、紙に１つの漢字を書くという作業を行っています。周りの人の作業を見学する機会があり、本人も興味を持っている様子が伺えます。今後、絵を書くなどの作業も導入していきたいと考えているとの事です。

・八木橋　牧雄様～作業室に来て、20～30分は集中してアンデルセンを取り組んでいますが、その後は大きな声で不満を話している事があります。現在のところ、他者とのトラブルはありませんが、引き続き、様子観察し必要があれば介入してください。

＜川端Ｄｒ担当患者様ケース検討・診察内容＞

・吉田　富秋様～３/２３(火)10：30に青風荘入所予定となっています。それに伴い、３/２２(月)13：30～、退院療養検討会議を実施する予定です。主治医は退院療養検討会議には欠席と話しがあり、主治医からの要望として、お金がなくなると「仕事に行く」などと話し遠くに行く可能性があるので金銭面は密に行なってほしいとの事です。本日の診察時にも、本人には青風荘入所にあたり１人でどこかに行かないよう伝え、了承しています。

・佐々木　康子様～３/２０(土)10：30～13：00まで、ご家族より外出希望が聞かれており許可が出ています。最近の状況として、就床前薬服用前に眠っている事あり、声掛けしています。引き続き、飲み忘れ・飲み間違いがないよう注意していきましょう。

・鈴木　茂子様～グループホームへの入所を検討中だったが、グループホームの空きがないとの事で、青山荘入所を考えていることを診察時に説明しています。また、「間食はしていない」と本人は話しているが、体重減少は見られません。主治医より、引き続き間食は抑えるよう説明されています。

・滝澤　久江様～先日、「ヒサコが迎えに来てる、散歩行く」などの幻聴の訴え聞かれています。その都度、スタッフと玄関に行き確認をして、幻聴である事を伝えています。ご家族からも「そのような訴えがある時は曜日や時間に関係なく、電話をしてもよい」と話が頂いています。

・江刺家　陽輝様～夜間睡眠は取れています。外泊後に気分落ち込みありましたが、日課･プログラムへは参加し、必要以外にスタッフへ過度な話し掛けは見られていません。余暇時は、ほとんど自室で過ごされています。話しかけあった際は、傾聴しひとつずつ解決していけるよう声掛けしていきましょう。現在、服薬自己管理について、３日分・４日分の分けて行っていますが、問題なく行えているため、１週間分の服薬自己管理の許可が出ています。担当スタッフ・服薬管理担当スタッフはステップアップに向け、話をすすめて下さい。また、本人より、ゲームソフトの購入希望が聞かれています。主治医より、お金の状況をみて、担当スタッフと相談してみるようにとの事です。

・清川　厚子様～先日の外泊状況のついて主治医へ伝えています。お金を使いすぎたとの事で、今後から『①体重を増やさない②お金を使い過ぎない』この２つの約束を守らないと単独外出の許可が出さないと話しがありました。外泊前には、体重測定とお金の使い方について指導していきましょう。また、排便状況について、出ていないのに出ていると自己申告されていました。主治医より、今後はスタッフ側でちゃんと排便状況を確認した上で、必要に応じて下剤を処方するとの事です。引き続き、排便状況の確認をし、運動や水分補給を促していきましょう。

・小坂　君子様～診察時に「先生の声で退院してと聴こえたから退院を考えた」との発言がありました。本人からは、「今は体調不良だし、家に帰っても寝てばかりで家族に心配させるから退院したくない」との訴えが聞かれています。主治医からは、ご家族と話をした上で本人が納得する形で話をすすめるようにとの指示がありました。本人の状態に合わせ、話をすすめていきましょう。

・浅野　秀子様～作業やプログラム前にトイレに行き、しばらく出てこれない状況が続いており、その後もトイレの要求が聞かれています。脱肛がある患者様のため、トイレ希望された場合は誘導していきましょう。また、幻触の訴えも聞かれ、診察時に本人から増薬の希望聞かれています。主治医からは、増薬はせずに様子観察していくとの事で本人にも説明しています。プログラム集中できているか、幻触は増悪してきているか観察していきましょう。
































































